
日本科学者会議 食糧問題研究委員会 研究例会 
 
 

土壌資源の現状と保全をめぐる問題 
 
 

講師 ： 熊沢 喜久雄 氏 （東京大學名誉教授） 
日時 ： 2007年 10月 6日（土）午後 2時～4時 30分 

会場 ： 東京・文京区民センター 3階 C 
 

カロリー自給率がついに30％台に落ち込みました。2006年度の数値を

39％と発表した農水省は、その原因が国内生産量の減少にある、として

います。なぜ、国内生産が国内消費に追いつかないかの分析が求められ

ます。滔々たる輸入食糧を支える海外農業生産の基盤も問われています。

共通する大問題は、土地条件をめぐる様々な懸念です。 

 農業を成り立たせる根本要件である土地という資源が、いま、どうなって

いるのでしょうか。農学の専門家から詳しくお話を伺い、勉強したいと思い

ます。 
JSA 会員のほか、テ-マに関心ある非会員の方々の参加を待っています。 
資料準備の都合から、参加希望者は名前・人数を下記へご連絡ください。 

 
参加費 不要 （ただし、資料代カンパを戴く場合あり） 

  連絡先 日本科学者会議（JSA） TEL：03－3812－1472 

                       FAX：03－3813－2363 

注意 今回会場は、いつもの所とは違います。間違えないように！ 

 

文京区民

センター 


